



















－Rainbow: A Connecting Miracle－
Wataru Sasaki, Hatsuyo Morinaga, Chizuru Hamasaki,























































































































































































































































































































































































































































































































































部門 売上高 材料費 純利益
アップルパイ １３0,000 8３,9６２ 4６,0３8
クッキー ６３,050 ２9,4１３ ３３,６３７
Ｇカフェ １85,６00 １0６,8２３ ７8,７７７
合　計 ３７8,６50 ２２0,１98 １58,45２
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とのミーティングを行うことで気持ちを一つにし，大学祭へ向けて取り組むことができた。ま
た，フードプロデュースだけでなく，他のプロデュースからの協力や，試食試飲をしていただ
きアドバイスをくださった先生方のおかげで，大学祭で無事商品を販売することができたのだ
と思う。
　今まで多くの活動を行う中で，準備・確認不足による失敗が多くあった。しかし，このこと
から周囲の人たちと確認を徹底し，事前準備をしっかり行うことや情報共有の徹底，お互いに
協力し合いながら活動することの大切さなどを実感し，学ぶことができた。
　これからも周囲への感謝を忘れず，思いやりの気持ちをもって行動できるような人になりた
い。後輩たちも伝統を引き継ぎ，全員で協力して次の大学祭へと向けて頑張ってほしいと思う。
（大山瑞希）
Ⅶ．地域貢献プロデュース
　６年目の地域貢献プロデュースの選択者は２0名であったが，同じ活動に全員で参加すること
は難しく，チーフを中心に分担して活動を行なった。鹿児島市での「お茶の振る舞い事業」で
は，他校のボランティア参加により希望日に参加できなかったり，悪天候で前日に中止が決定
したり，体調不良等で急な欠席者が生じたりしたため，対応に追われた。また，どのイベント
に誰が参加したかなどの確認に時間を要したこともあり，例年に比べ，チーフへの負担が大き
かった。
　２年次の１月に活動報告会を実施し，１年間の活動を振り返り，３つの到達目標についての自己
評価を行なった。「他者との関わりの中で自己理解を深め，協働する姿勢を習得する」という
到達目標について，チーフの坂口綾菜は「自分で抱え込んでしまうこともあったが，声をかけ
てくれる友人のおかげで計画的に進められた。」と述べている。また，地域貢献で学び成長し
た点については，「以前はあまり積極的に動く方ではなかったが，自分からするべきことを探
して積極的に行動できるようになった。また，地域の方との会話を通して温かさや優しさを感
じ，改めて人との関わりの大切さを実感した。」と報告している。その他の学生も「全ての活
動は１人では達成できず，みんなの協力があってこそ成り立った。」，「相手が求めることを察し
たり，先を見て行動をしたりすることの重要性を感じた。」と回答するなど，地域貢献活動が，
短大２年間の学びを実践し成長する機会となっていることがわかる。
　なお，活動に関する詳細は，チーフである坂口綾菜の報告を参照されたい。（森永初代）
　２0１8年度は，例年どおりの活動として「半島隅くじら元気市」，「錦江町田舎市場」，「いきい
き秋祭り」での特産品販売補助，錦江町の純心水田で田植えから稲刈りまで行う「水田プロジェ
クト」，そのお米を使ったコラボスイーツの商品開発，おはら祭りに参加した。また，２0１8年
度は新たに，鹿児島市の「お茶の振る舞い事業」，錦江町でのコラボスイーツCM撮影への参
加を行った。
　「お茶の振る舞い事業」とは鹿児島観光コンベンション協会が主催する活動であり，「かごし
ま茶」の消費拡大を図るものである。２0１8年は明治維新１50周年を迎え，NHK大河ドラマ「西
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郷どん」の放送などを通し県外から多くの観光客が鹿児島を訪れ
た。鹿児島観光コンベンション協会とは，観光客の誘致や，各種
大会・会議・イベント等の誘致などに関する事業を行っており，
国際相互理解の増進や地域経済の活性化・文化の向上に寄与する
ことを目的としている。この事業において，私たちは，「維新ふ
るさとの道」と「西郷隆盛生誕の地」で，鹿児島県産のブランド
茶と郷土菓子のセットを１00円で販売補助を行った（図２5）。活動
開始当初，観光客との会話を通して自分たちの鹿児島についての知識のなさを痛感したので，
その後は観光名所の場所を把握し，観光客の皆様に説明できるように努めた。
　例年，コラボスイーツのCM撮影をローソン鹿児島唐湊新川店で行っていたが，２0１8年度は
錦江町のお茶畑，いちごハウス，花瀬川（図２６）で行った。目的は，CMを見てくださる方に，
錦江町の風景をお届けすることである。撮影が行われた２月１２
日は，天候が心配されたが，穏やかな天候に恵まれた。お茶畑
では，鮮やかな緑が広がり遠くに海も見え，自然の豊かさが感
じられた。いちごハウスでは，いちごの甘い香りが漂う中，赤
く綺麗ないちごを手に撮影した。花瀬川では，恒例の「はさん
じゃうぞ！」ポーズを決めた。今回撮影したCMは，２月２７日
から３月６日までKTS鹿児島テレビで３4回放送された。私たち
自身が生産者の方々の苦労を知り感謝の気持ちを持つとともに，錦江町の魅力を改めて感じる
機会となった。
　地域貢献活動に参加し，普段の学生生活では，味わえない貴重な経験をすることができた。
初めてのことばかりで上手くいかないことも多かったが，錦江町の方々や多くの学生の協力も
あり活動を進めることができた。また，地域の方々が温かく迎えてくださり，活動を重ねるご
とに感謝の気持ちを持って積極的に取り組む姿勢が定着していった。１年間をとおして地域の
活性化のために一生懸命働く錦江町の方々の姿を見て，私たち自身が地元のために何かできる
ことはないかを考える機会となった。卒業後も地域の活性化に関心を持ち，地元のために貢献
したい。（坂口綾菜）
結び
　もともと，Ｇプロジェクトは，「トリプルパワ ・ーリフレッシュ教育戦略－コミュニケーショ
ン力・プロデュース力・グループ力の育成－」という課題名で，２008年度から３年間，文部科
学省の「私立大学等経常費補助金特別補助＜教育・学習方法等改善支援＞」における「学生の
実体験を重視した教育研究」の一つとして採択及び交付を受けて，進められた。
　２0１8年度のＧプロジェクトのテーマは，大学祭全体のテーマである「WA ～繋がれ，広がれ，
想いよ届け～」をもとに学生が考え，「虹～つなげるキセキ～」に決まった。現代ビジネスコー
スでは，個々の学生がグループ活動つまり協働の中でのコミュニケーションをつうじて集団の
中で自分たちをプロデュースする力の育成を目指し，専門教育カリキュラムの特別研究に設け
図２５　お茶の振る舞い
図２６　花瀬川での撮影
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られた６つのプロデュースにもとづき，個性の伸長をはかるとともに，学生の総合的な人間性
を高めるという目的を掲げてから，１１年も経過している。
　毎回，“Ｇプロジェクト”をつうじて，学生が多くの困難に直面しながらも，自分の能力を
最大限に発揮し活動する機会を得たことは，大きな収穫である。これから社会人として活躍す
る学生たちが，「社会に必要とされる人材」として活躍するようになることが，現代ビジネスコー
ススタッフ全員の願いである。人間に無限の可能性が見出される限り，我々のプロジェクトは
さらなる発展を目指してより精力的に続けていく。また，学士課程教育における学士力を意識
し問題解決能力の育成など教育の質的向上に向けて成長させていかなければならない。そこに，
我々の教育戦略が存在する。
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